
除雪車 駅に配備する除雪機 

平成２６年１２月４日 

 

 

     

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

富士急行株式会社（本社：山梨県富士吉田市、社長：堀内光一郎）では、本年２月の記録的

な豪雪を受けて、富士急行線の除雪体制強化を図ります。 

線路除雪のための除雪車を平成２６年１２月１５日に導入するほか、除雪機の増備、融雪器

の増強を実施し、降雪時における電車運行を可能な限り継続し、お客様の交通手段確保に努め

てまいります。 

概要は下記のとおりです。 

 

記 

 

１．除雪車の導入（線路除雪体制の強化） 

  ・導 入 品 除雪車１台 

  ・除雪性能 最大除雪量１，０００ｔ／ｈ、最大投雪距離３０ｍ、最大除雪高さ１ｍ 

  ・除雪時間 概ね６０ｃｍ～１ｍの降雪に対し、６時間で全線除雪を想定しております（時

速５ｋｍ）。 

        ※除雪時間は降雪量や雪質により異なります。 

  ・導入時期 平成２６年１２月１５日 

  ・拠 点 駅 河口湖駅 

 

２．除雪機の増備（ホーム及び通路の除雪体制の強化） 

  ・導 入 品 除雪機１０台 

  ・導入時期 平成２６年１０月導入済 

  ・設 置 駅 富士急行線１６駅 

        ※全１８駅中、屋根のある都留文科大学前駅及び月江寺駅の除く１６駅 

        ※既存７台に加え、１７台体制となります 

 

３．電気融雪器の機能増強（ポイント不転換の防止） 

  駅構内にあるポイント部の融雪器を灯油式から電気式融雪器に変更 

  ・導 入 品 電気融雪器 ６台 

  ・導入時期 平成２６年１２月下旬 

  ・設 置 駅 河口湖駅、田野倉駅 
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